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Abstract:
The first outbreak of small brown mussel as an invasive introduced species was confirmed at Kitagata Lake in Awara
city on November 29, 2014. Firm adhesion of many mussels on a surface of concrete embankment, 
bottom of a ship inside of the Lake by East Kitagata area was observed.
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要旨
平成26年11月29日 に,あわら市の北潟湖に於いて初記録 となる外来種コウロエンカワヒバ リガイの大発生
が確認された。あわら市北潟(北 潟東)の 北潟湖内で,コ ンクリー ト護岸 ・木質杭 ・ロープ ・漁船の舟底部など
に大量の本種の固着がみ られた。
キーワー ド:大発生,コ ウロエンカワヒバリガイ,外 来種,北 潟湖
#こ の 研 究 は ,福 井 大 学 ・地 域 環 境 研 究 教 育 セ ン タ ー ・平 成26年 度 研 究 支 援 経 費,福 井 大 学 ・H25&H27年度COC
事 業,科 研 費(26505002,26924016)およ び 住 友 財 団 研 究 助 成(123340)の 助 成 を 受 け て 実 施 した 。
1ヘ ラ ク レ ス ワ ー ル ド(福 井 県 淡 水 魚 研 究 会),〒910-0804福 井 県 福 井 市 高 木 中 央
HerculesWorld(Fukuifreshwaterfishworkshop),Takagi-chuo,Fukui910-0804,Japan
2福 井 県 両 生 爬 虫 類 研 究 会 ,〒919-0747福 井 県 あ わ ら市 御 簾 尾7-17
FukuiAmphibiansReptilesSociet猛Misunoo7-17,Awara,Fukui919-0747,Japan
4永 平 寺 町 志 比 小 学 校 ,〒910-1214福 井 県 吉 田 郡 永 平 寺 町 谷 口1-70
ShihiElementarySchool,1-70Taniguchi,Eiheiji-cho,Fukui910-1214
5福 井 県 立 大 学 ,〒910-1195福 井 県 吉 田 郡 永 平 寺 町 松 岡 兼 定 島4-1-1
FukuiPrefecturalUniversit又Matsuoka-kenjojima,Eiheiji-cho,Yoshida-gun,Fukui910-1195
$問 合 せ 先 ,別 刷 り請 求 先
(Received9December2015;accepted10December2015)
一47一
川崎隆徳,川 内一・憲,田 中幸枝,小 鍛治優,木 元 久,藤 井 豊
1.はじめに
















二枚貝で,足糸 とい う繊維状の物質を分泌 し付着基盤



































カワヒバ リガイ」が大量発生 ・大繁殖 したのか疑問が
残る。また,昨年の確認個体は10mm以下の小さな個











2014年あわ ら市北潟湖で初のコウロエ ンカワ ヒバ リガイ(漁 刀05加o加55θ6α五5)の大発生
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